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東
京
か
ら
小
田
原
へ
の
往
復
の
途
中
で

、
大
磯
駅
す

ぐ
近
く
に
あ
る
旅
館
招
仙
閣
や
群
鶴
楼
に
立
ち
寄
る

よ
う
に
な
っ
た

。

第
二
次
伊
藤
内
閣

（
１
８
９
２
～

）

陸
奥
外
相
の
勧
め
で

、
大
磯
の
西
端
の
小
磯
に
別
荘

を
起
工

清
国
の
李
鴻
章
が
か
つ
て
題
贈
し
た
小
田
原
の

「
滄

浪
閣

」
の
三
字
の
額
を
移
す

5
月

大
磯
町
西
小
磯
に

「
滄
浪
閣

」
完
成

第
三
次
伊
藤
内
閣
を
組
閣

（
1
月
～
6
月

）

韓
国
統
監
府
初
代
統
監
と
な
る

博
文
の
働
き
か
け
で
韓
国
李
王
朝
皇
太
子
李
垠
が
日

本
に
留
学

滄
浪
閣
に
韓
国
李
王
家
の
李
綱
が
訪
問

中
国
・
ハ
ル
ピ
ン
駅
で

伊
藤
博
文
暗
殺

享
年
6
9
歳

博
文
死
後

、
伊
藤
夫
人

（
梅
子

）
の
住
居
と
な
る

（
梨
本
宮

（
大
磯
に
別
荘
を
所
有

）
の
長
女
方
子
と

結
婚

）

梅
子
が
東
京
の
伊
藤
博
邦
の
邸
宅
に
身
を
寄
せ
る
事

に
な
っ
た
為

、
伊
藤
博
文
の
養
子
で
あ
る
博
邦
か
ら

李
王
世
子

（
李
垠

）
に
譲
渡
さ
れ

、
李
王
家
別
邸
と

な
る

関
東
大
震
災
で
滄
浪
閣
が
倒
壊

滄
浪
閣
旧
材
を
利
用
し
な
が
ら
李
王
家
を
再
建

（
米

澤
栄
三
氏
談

）

第
二
次
大
戦
終
了
ま
で
大
磯
別
邸
と
し
て
使
用

1
0
月

旧
滄
浪
閣
に

「
伊
藤
公
滄
浪
閣
之
舊
蹟

碑

」
が
建
立
さ
れ
る

米
軍

（
G
H
Q

）
に
接
収

内
閣
書
記
官
長
に
就
任

政
治
家
の
樽
橋
渡
の
所
有
に
な
る

１
9
5
2
年
国
政
に
復
帰

、
5
9
年
に
運
輸
大
臣
に

な
る

1
9
4
7
年
公
職
追
放

5
月

西
武
鉄
道
株
式
会
社
が
購
入

1
2
月

関
連
グ
ル
ー
プ
の
宿
泊
施
設
と
し
て
開
業

4
月

邸
内
に
あ
っ
た
五
賢
堂
が
元
内
閣
総
理
大
臣

吉
田
茂
邸
内
へ
遷
座

宿
泊
施
設
の
営
業
終
了

（
建
造
物
附

杉
戸
絵
４
枚

）

大
磯
町
有
形
文
化
財
に
登
録

3
月
現
在
は
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い

テ
ロ
に
よ
る
爆
弾
に
よ
り
負
傷

。
右
脚
切
断

外
務
大
臣
を
辞
任

、
枢
密
顧
問
官
と
な
る

第
二
次
松
方
内
閣
の
外
務
大
臣
に
就
任

立
憲
改
進
党

、
立
憲
革
新
党
等
と
合
同
し
て
進
歩
党

を
結
成

第
一
次
大
隈
内
閣
誕
生

（
6
月
～
1
1
月

）

6
月

古
河
家
市
兵
衛
が
購
入

7
月

市
兵
衛
死
去
に
伴
い
古
河
潤
吉
が
所
有

５
月

潤
吉
死
去
に
伴
い
虎
之
助
が
所
有

3
月

虎
之
助
死
去

、
享
年
5
4
歳

家
督
相
続
に
よ
り
古
河
従
純
が
所
有

昭
和
1
8
年
9
月

３
月

古
河
電
気
工
業
㈱
に
所
有
移
転

3
月
現
在

、
民
間
企
業
の
迎
賓
館
と
し
て
利
活
用
さ

れ
て
い
る

⒓
月

大
磯
に
別
荘
を
建
築

第
二
次
伊
藤
内
閣
の
外
務
大
臣
と
し
て

、
日
英
条
約

締
結
の
功
に
よ
り
華
族

（
子
爵

）
を
授
か
る

6
月

大
磯
に
て
療
養

外
務
大
臣
を
辞
任

大
磯
や
ハ
ワ
イ

(

6
月
～

)

に
て
療
養
生
活
を
送
る

8
月

肺
結
核
の
た
め
死
去

、
享
年
5
4
歳
※
数
え

年 1
0
月

相
続
に
よ
り
亮
子
夫
人
が
所
有

6
月

古
河
潤
吉
が
所
有

５
月

潤
吉
死
去
に
伴
い
古
河
虎
之
助
が
所
有

原
六
郎
氏

(

横
浜
銀
行
頭
取

)

、
赤
星
鉄
馬
の
土
地

を
買
増
す

関
東
大
震
災
で
一
部

（
旧
東
館
別
邸

）
大
破

原
型

を
残
す
よ
う
に
改
築

。

以
前
の
建
物
は
足
尾

銅
山
の
柏
木
平
へ
移
築

。

太
田
晦
巌

(

1
8
7
9
~
1
9
4
6

)

に
よ
り

「
聴

漁
荘

」
と
名
付
け
ら
れ
た

3
月

虎
之
助
死
去

、
享
年
5
4
歳

家
督
相
続
に
よ
り
古
河
従
純
が
所
有

昭
和
1
8
年
9
月

６
月

古
河
電
気
工
業
㈱
に
所
有
移
転

3
月
現
在

、
民
間
企
業
の
迎
賓
館
と
し
て
利
活
用
等

さ
れ
て
い
る

第
二
次
伊
藤
内
閣
の
文
部
大
臣
と
し
て
初
入
閣

陸
奥
外
務
大
臣
を
助
け
て
外
務
大
臣
臨
時
代
理

、
次

い
で
外
務
大
臣
兼
任
と
な
る

第
二
次
伊
藤
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任

伊
藤
の
勧
め
も
あ
っ
て
滄
浪
閣
の
西
隣
に
茅
葺
の

「
隣
荘

」
を
建
築

伊
藤
の
枢
密
院
入
り
の
後
を
受
け
て

、
政
友
会
総
裁

第
一
次
西
園
寺
内
閣

第
二
次
西
園
寺
内
閣

伊
藤
が
死
去
し
た
後
は

、
興
津

「
坐
漁
荘

」
に
別
荘

を
移
す

池
田
成
彬
が
購
入

三
井
銀
行
筆
頭
常
務
と
な
る

本
邸
と
大
磯
別
邸
等
の
設
計
を
曾
禰
中
條
建
築
事
務

所
の
中
條
精
一
郎
に
依
頼

震
災
で
麻
布
の
本
邸
を
焼
失

三
井
合
名
理
事
に
就
任

、
日
本
銀
行
参
与
と
な
る

大
磯
に
地
下
1
階

、
地
上
2
階

（
屋
根
裏
部
屋
付

）

の
洋
館
を
建
築

日
本
銀
行
総
裁
に
就
任

近
衛
首
相
の
要
請
に
よ
り

、
大
蔵
大
臣
兼
商
工
大
臣

と
し
て
入
閣

内
閣
総
辞
職
に
よ
り
蔵
商
相
を
辞
任

内
閣
参
議
と
な
る

枢
蜜
顧
問
と
な
る

A
級
戦
犯
容
疑
者
第
三
次
指
定
に
よ
り
自
宅
軟
禁
と

な
る

1
0
月

胃
潰
瘍
の
た
め
大
磯
町
の
自
宅
で
死
去

、

享
年
8
3
歳

三
井
銀
行
に
所
有
が
移
り

、
三
井
銀
行
役
員
寮
と
し

て
使
用
さ
れ
た

3
月
現
在
は
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い

世
の
中
の
動
き

⒑
月

外
務
大
臣
大
隈
重
信
狙
撃
さ
れ
る

2
月

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣

7
月

日
清
戦
争
勃
発

4
月

日
清
講
和
条
約
調
印

第
二
次
松
方
正
義
内
閣

第
二
次
山
縣
有
朋
内
閣

第
一
次
大
隈
重
信
内
閣

第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣

前
年
２
月

日
露
戦
争
勃
発

⒒
月

日
露
講
和
条
約
調
印

第
一
次
西
園
寺
内
閣

第
二
次
桂
太
郎
内
閣

（
Ｍ
4
1
～
4
4

）

8
月

韓
国
併
合
条
約
締
結

第
二
次
西
園
寺
内
閣

第
三
次
桂
太
郎
内
閣

大
正
天
皇
即
位

明
治
天
皇
崩
御

7
月

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

第
二
次
大
隈
内
閣

第
一
次
山
本
權
兵
衞
内
閣

（
Ｔ
2
~
3

）

寺
内
正
毅
内
閣

（
Ｔ
５
～
７

）

6
月

ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印

原

敬
内
閣

（
Ｔ
７
～
⒑

）

高
橋
是
清
内
閣

⒒
月

原
敬
総
理
暗
殺

加
藤
友
三
郎
内
閣

2
月

ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結

第
二
次
山
本
權
兵
衞
内
閣

9
月

関
東
大
震
災

加
藤
高
明
内
閣

清
浦
奎
吾
内
閣

第
一
次
若
槻
禮
次
郎
内
閣

大
正
天
皇
崩
御

齋
藤

實
内
閣

5
.
1
5
事
件

3
月

満
州
国
建
国
宣
言

犬
養

毅
内
閣

（
Ｓ
６
～
７

）

第
一
次
近
衞
文
麿
内
閣

（
Ｓ
⒓
～
⒕

）

9
月

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

阿
部
信
行
内
閣

平
沼
騏
一
郎
内
閣

第
二
次
近
衞
文
麿
内
閣

米
内
光
政
内
閣

東
條
英
機
内
閣

第
三
次
近
衛
文
麿
内
閣

幣
原
喜
重
郎
内
閣

東
久
邇
宮
稔
彦
王
内
閣

8
月

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦

鈴
木
貫
太
郎
内
閣

小
磯
國
昭
内
閣

（
Ｓ
⒚
～
⒛

）

第
三
次
吉
田
茂
内
閣

第
五
次
吉
田
茂
内
閣

古河電気工業㈱　所有古河家　別邸（１９０１～１９４８）

古河家　別邸（１９０４～１９５６）

自
宅
軟
禁
解
除

三
井
本
社
解
散
に
決
定

翌
昭
和
２
２
年

華
族
制
度
廃
止

⒒
月

日
本
国
憲
法
公
布

⒑
月

財
閥
の
家
族
資
産
凍
結
指
令

第
一
次
吉
田
茂
内
閣

枢
密
院
議
長
と
内
閣
総
理
大
臣
を
兼
任

第
一
次
桂
太
郎
内
閣

第
四
次
伊
藤
博
文
内
閣

（
Ｍ
３
３
～

）

池田成彬　別邸→本邸（１９１７～１９５１） 三井銀行所有　役員寮

明治34

1901

第
四
次
伊
藤
内
閣
を
組
閣

５
月

陸
奥
廣
吉

、
古
河
潤
吉
に
所
有
が
移
転

大隈重信 別邸（１８９７～１９０1）

陸奥宗光 別邸（１８９４～１９０４）

民間事業者所有楢橋渡所有 西武鉄道㈱所有

昭和31

1956

昭和21

1946

李王家　別邸（１９２１～１９４６）

昭和23

1948

陸
奥
別
邸
跡
・
旧
古
河
別
邸

西
園
寺
別
邸
跡
・
旧
池
田
邸

明治30

1897

旧
滄
浪
閣

(

伊
藤
邸
跡
・
李
王
家
別
邸

)

1
0
月
1
日
本
籍
を
東
京
か
ら
大
磯
町
に
移
し

、
大

磯

「
滄
浪
閣

」
が
本
邸
と
な
る

旧
大
隈
別
邸
・
旧
古
河
別
邸

農
商
務
大
臣
を
兼
任

、
後
に
外
務
大
臣
兼
農
商
務
大

臣
を
辞
任

大
磯
に
大
隈
重
信
邸
を
建
築

伊藤博文　本邸　（１８９６～１９２１）

明治37

1904

昭和27

1952

帝銀

帝
国
銀
行

（
現
三
井
銀
行

）
に
所
有
が
移
る

第
四
次
吉
田
茂
内
閣

西園寺公望　別邸（１８９８～１９１４）

古河電気工業㈱　所有
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